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【環境創出に関する行動計画の達成状況報告】 （令和５年度） 

 

 環境創出協定第１９条に基づく達成状況 

 

 注：法令が適用されない 

     項目等に関しては、 

     「－」を記入する。 

法令に基

づく規制

基準 

(公害防

止条例基

準値） 

 維持管理 

 目標値 

 将来目

標値及

び到達

目標年 
令和５年度実績 

 大気汚染 

 （排出ガス） 

 硫黄酸化物 

 窒素酸化物 

 ばいじん 

 塩化水素 

――― ――― ――― ――― 

 水質汚濁 

 （排出水） 

 ｐＨ 

 ＢＯＤ 

 ＳＳ 

――― ――― ――― ――― 

 ダイオキシン類（焼却炉）    ――― ――― ――― ――― 

 ダイオキシン類（排出水）    ――― ――― ――― ――― 

 騒音  騒音の大きさ (dB)（令和5年12月1日測定） A地点 B 地点 C 地点 D 地点 

朝 A地点 60 以下 55以下 55以下 45.3 ― ― ― 

昼 A地点 65 以下 55以下 55以下 42.6 ― ― ― 

夕 A地点 60 以下 55以下 55以下 37.9 ― ― ― 

夜 A地点 50 以下 50以下 50以下 35.3 ― ― ― 

朝 B､C､D地点 60 以下 60以下 60以下 ― 54.2 47.0 39.4 

昼 B､C､D地点 65 以下 60以下 60以下 ― 55.4 45.0 39.5 

夕 B､C､D地点 60 以下 60以下 60以下 ― 54.0 44.0 36.3 

夜 B､C､D地点 50 以下 50以下 50以下 ― 48.8 41.6 36.8 

Ａ地点は周辺に住居が存在するため目標値を下げて管理している。 

 振動  振動の大きさ (dB)（令和5年12月1日測定） A地点 B 地点 C 地点 D 地点 

昼 A地点 65 以下 55以下 55以下 37.2 ― ― ― 

夜 A地点 60 以下 55以下 55以下 37.7 ― ― ― 

昼 B､C､D地点 65 以下 60以下 60以下 ― 42.4 38.0 34.9 

夜 B､C､D地点 60 以下 55以下 55以下 ― 39.1 35.2 36.1 

Ａ地点は周辺に住居が存在するため目標値を下げて管理している。 

産業廃棄物 プラスチック廃棄物

中心 

削減活動を継続し、令和3年度実績

値を基準に、令和6年度末まで維持

する。 
 令和3年度実績 34,420kg 

令和４年度 

実績 

45,036kg 

令和５年度 

実績 

32,893kg 

令和６年度 

実績 

kg 

 令和４年度 

維持 

令和５年度 

維持 

令和６年度 

維持 
30％増加 27％削減 ％削減 

中間処理施設 （該当無し） ――― ――― ――― ――― ――― ――― 

 地下水検査 （該当無し） ――― ――― ――― ――― ――― ――― 
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《 特記事項 》 

【環境創出協定の更新について】 

令和４年から６年までの３ヶ年の次期行動計画を策定し、岐阜県様、各務原市様より当社の計画

が適切であると確認され、令和４年８月に更新する事に合意頂きました。なお次回の更新は令和

７年８月を予定しています。 

令和５年度は上記計画の２年目として活動を推進して参りました。 

 

１． CO2の排出削減について 

令和２年度を基準年とし、令和７年度末までの５年間で排出量を 6％削減するという中期目標を

立て、削減に取り組んでいます。 

令和５年度は中期計画の３年目として、前年度（令和４年度）の実績から 1.2％の CO2排出を削

減する事を目標としました。製造部門では成形サイクルの短縮による生産性向上活動及び成形ロ

スの削減活動に取り組んで参りました。 

令和５年５月に新型コロナが第５類から第２類に移行されました。その影響あり、コロナ前の水

準に戻りつつあります。新たな製品の開発～市場への投入も徐々に効果を上げ、お客様（顧客）

からの受注が回復基調になりました。 

結果として生産重量は前年度からは 29％の減少、CO2排出量につきましては 20%の削減となりま

した。（CO2の換算係数が毎年異なるため単純比較はできません。） 

令和６年度は前年度の実績を基準に 1.2％削減する事を目標にして達成に向けた活動を継続し

て参ります。 

 

２． エネルギー使用量の削減について 

生産重量当たりの電力使用量（原単位という）の削減に取り組んで参りました。 

令和５年度は前年実績から 1.0％削減する事を目標にして改善活動に取り組みました。 

生産量が増えるとそれに比例してエネルギー使用量も増えますが、「使用量総量は増えてもそれ

に伴う単位当たりのエネルギー使用量は減少させる。」という考えの下、全社一丸となり削減活

動を継続して展開しています。 

歩留りの向上、稼働停止時間の削減等を通して、お客様の納期に対応しつつ生産性を追求してき

ました。さらに、製造工場では、電力削減の取り組みをしてまいりましたが、生産品目の変更、

稼働調整の影響を受け、前年度からは 12.5％の増加となりました。 

 R2年（基準年） R3年 R4年 R5年 R6年 R7年 

CO2排出量（ｔCO2） 9,984 10,294 10,632 10,682   

対基準年比率（%） ――― 103.1 103.3 103.4   

 R2年（基準年） R3年 R4年 R5年 R6年 R7年 

原単位（kwh/ｔ） 960 887 855 962   

対基準年比率（%） ――― 92.4 96.4 112.5   
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３． 環境測定の実施と結果について 

令和５年１２月に工場の敷地境界線の東西南北の４地点において、騒音については朝昼夕夜の４

つの時間帯、振動については昼夜の２つの時間帯においてそれぞれ測定しました。結果として、

いずれの地点、時間帯においても法規制値以下さらには当社の自主基準値以下であり、問題あり

ませんでした。 

また、周辺地域住民様からの苦情は年間を通じてありませんでした。 

 

４． 環境配慮製品の設計・開発と販売について 

〔リスＯＢＰダストボックス〕 

海洋プラスチック等の環境汚染が世界的課題となる中、海に流れ出る前に海辺などで回収された

プラスチックごみ(例えば、ポイ捨てされたペットボトル・キャップ、不法投棄されたプラスチ

ック製品など)である「オーシャン・バウンド・プラスチック」を配合(１０％)した環境に優しい

製品を設計・開発、販売いたしました。この素材でのごみ容器は、国内では例を見ないもので、

ＳＤＧｓに向けた環境等に配慮した製品としてだけではなく、技術力、デザイン、品質、機能の

全ての項目において優秀な製品であると評価され、経済産業大臣賞を受賞いたしました。 

(リスＯＢＰダストボックス) 

    

〔グループ本社ショールームを環境ショールームに変更〕 

このショールームでは、９つの省庁で策定された「プラスチック資源循環戦略」の基本原則４Ｒ

【３Ｒ＋Ｒｅｎｅｗａｂｌｅ】に基づき開発に取り組んでいる製品をご紹介しています。 

① Ｒｅｄｕｃｅ・・プラ使用量抑制の取り組み事例 

            茶殻配合軽量材テクセルボード・・トラックの架台に使用して軽量化 

② Ｒｅｕｓｅ・・再利用の取り組み事例 

       アングルキャリー・・パーツ交換が簡単で、再利用や廃棄分別に便利 

③ Ｒｅｃｙｃｌｅ・・再製品化・再資源化の取り組み事例 

         ＯＢＰ(海洋プラ)パレット・コンテナ・・海洋プラごみのリサイクル材 

を配合したコンテナ・パレット 

④ Ｒｅｎｅｗａｂｌｅ・・バイオマスプラ導入の取り組み事例 

         バイオ レーンマーカー・・植物由来のバイオマス素材３０％配合の水 

泳競技コースロープ 
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５． コミュニケーション 

以下の５項目について内部及び外部コミュニケーションを実施しました。 

 

①工場周辺の美化活動 

毎週火曜日の朝に３０分程度、社員駐車場及び近隣周辺道路・歩道のゴミ拾いを中心とした

清掃を実施しています。 

また、例年は各務原市の環境月間の行事に協賛して、工場勤務従業員にて、工場南側の木曽

川堤防沿い、及び西側の道路、側溝の清掃を工場周辺環境美化活動の一環として実施してい

ますが、令和５年度につきましては環境月間の行事が中止となったこともあり、感染防止の

観点から全体での清掃活動は実施できませんでした。少人数での毎週の清掃活動は継続して 

実施しています。 

(清掃活動の写真) 

  

②工場見学受け入れ 

本社工場の近隣、地域の小中学生の工場見学を必要に応じて受け入れ、プラスチック製品

の生産工程の説明をしております。 

例年は、夏休みに各務原市ものづくりの企業見学会が開催されますが、令和５年度は、開

催は見送られました。 

 

③各務原市環境行動都市推進本部に参画 

市の環境推進計画を理解し、県内における環境先進企業として積極的な支援と活動を実施し

ています。環境対策、廃棄物対策並びに環境配慮製品の開発等に取り組んでいます。 

令和５年度の環境行動優良事業取組計画・報告書は期日前までに提出致しました。 

 

④各務原市 パークレンジャーに登録、活動 

平成２５年９月にまちピカ応援隊の協定書に調印し、社員有志７名がメンバーとして登録

し、活動を開始しました。 

平成２９年からはまちピカ応援隊がパークレンジャーに統合されました。初期のころは、

１０名のメンバーを登録しました。その後、順次、メンバーの入替えをしてきました。 

令和５年度は新たに２名のメンバーが加入し、現在は１４名のメンバーにて、工場周辺の

清掃活動を継続しています。 
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⑤岐阜市エコフェスタについて 

岐阜市様より、開催及び出展の依頼がありませんでしたので、令和５年度につきましては、

出展しておりません。 

６． 令和６年度の取組み 

① 環境配慮施設の維持管理及び他工場への活動展開 

本社工場の環境配慮施設の維持管理を継続実施すると共に、全国の５ヶ所の工場においても

環境創出協定に準拠した活動展開を図る。 

② 産業廃棄物の削減に努める。 

令和５年度の排出実績を基準に削減活動を継続し、維持する。 

③ ＣＯ２の排出削減に努める。 

令和５年度の排出実績を基準に 1.2％削減する事を目標にして削減活動を継続する。 

④ 環境配慮製品の開発、販売を進める。 

◼ バイオマス材料利用商品の商品化推進。 

◼ リサイクル材の有効活用。 

◼ 顧客への省資源化製品の提案。 

◼ 「エコと軽量化」を基本テーマとした商品開発 

◼ 海洋プラごみを使用した商品の開発 

  ⑤トップメッセージにより、「環境配慮を意識した製品設計」を ISO の実行計画に落とし込み、

達成に向けた活動を推進する。 

⑥各務原市環境行動都市推進本部行事に参画及び出展等の支援/協力の継続 

 

―以上― 


